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暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

飼
い
主
は
愛
情
と

責
任
を
も
っ
て

11
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間
」

市
長
と
市
民
と
の

つ
ど
い
を
開
催

タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

※
く
わ
し
く
は
、
印
旛
保
健
所
成
田
支

所（
1
26
‐
７
２
３
１
）ま
た
は
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー（
1
93
‐
５
７
１

１
）へ
。

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の

費
用
を
助
成

国
民
健
康
保
険

※
く
わ
し
く
は
各
医
療
機
関
ま
た
は
保

険
年
金
課（
1
20
‐
１
５
２
６
）へ
。

暴
力
の
な
い

社
会
づ
く
り
を

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

※
く
わ
し
く
は
企
画
課（
1
20
‐
１
５

０
０
）へ
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課
市
民
相
談

室（
1
20
‐
１
５
０
７
）へ
。

散歩には必ず引き綱を

犬
・
猫
に
よ
る
危
害
・
被
害
が
あ
と

を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
千
葉
県
で
は

11
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
県
下
一
斉
に
、

「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月

間
」を
実
施
し
ま
す
。
動
物
を
飼
っ
て
い

る
人
は
、
次
の
事
項
を
必
ず
守
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
禁
止

捨
て
犬
・
捨
て
猫
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
家

族
の
一
員
で
す
。
決
し
て
捨
て
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

動
物
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
、「
動
物

の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

〇

犬
・
猫
の
引
き
取
り

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
ど
う

し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
に
つ

い
て
は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
引
き

取
っ
て
も
ら
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

〇

避
妊
・
去
勢
の
す
す
め

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
で
、
繁
殖

を
希
望
し
な
い
人
は
、
避
妊
・
去
勢
の

手
術
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

犬
の
放
し
飼
い
は
、
人
へ
の
危
害
や

農
作
物
の
被
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

●
犬
の
こ
う
傷
届

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
、
飼

い
主
が
保
健
所
に
届
け
出
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

●
犬
の
散
歩
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

犬
の
散
歩
は
引
き
綱
を
つ
け
て
、
犬

の
急
な
動
き
を
制
御
で
き
る
人
が
行
う

よ
う
に
し
、
犬
の
排
せ
つ
物
は
飼
い
主

の
責
任
で
必
ず
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
猫
に
つ
い
て
も
他
人
の
敷
地

な
ど
で
排
せ
つ
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

飼
い
主
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
危
険
な
動
物
の
飼
養
許
可

ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
な
ど

危
険
な
動
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
動
物

を
飼
育
す
る
場
合
は
、
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

が
ド
ッ
ク
を
利
用
し
た
場
合
に
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
脳
ド
ッ
ク
も
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

〇

１
年
以
上
継
続
し
て
成
田
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
35
歳
以
上

の
人

〇

前
回
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
か
ら

１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人（
た
だ

し
、
脳
ド
ッ
ク
は
２
年
以
上
）

〇

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
の
人

●
利
用
方
法
＝
指
定
医
療
機
関
に
予
約

を
し
た
後
に
、
保
険
証
と
印
鑑
を
持

っ
て
、
保
険
年
金
課
で
手
続
き
を
。

後
日
承
認
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
持
っ
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い

●
指
定
検
査
医
療
機
関

成
田
赤
十
字
病
院（
1
22
‐
２
３
１
１
）

藤
倉
ク
リ
ニ
ッ
ク（
1
22
‐
１
１
５
８
）

成
田
病
院（
1
22
‐
１
５
０
０
）

千
葉
脳
神
経
外
科
病
院（
1
０
４
３
‐
２

５
０
‐
１
２
２
８
・
脳
ド
ッ
ク
の
み
）

●
助
成
率
＝
人
間
ド
ッ
ク
の
場
合
は
受

検
費
用
の
70
％
、
脳
ド
ッ
ク
の
場
合

は
一
律
２
万
円

な
お
、
検
査
の
種
別
や
費
用
、
項
目

な
ど
は
指
定
検
査
医
療
機
関
、
コ
ー
ス

に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。

タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
し
た

「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
長
が
直
接
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
関
す
る
意
見
や

提
案
な
ど
を
聴
き
、
ま
た
語
り
合
う
場

と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
11
月
９
日（
火
）
午
前
10
時
〜

正
午

●
会
場
＝
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

●
テ
ー
マ
＝
市
政
に
関
す
る
こ
と

11
月
12
日
〜
25
日（
女
性
に
対
す
る
暴

力
撤
廃
国
際
日
）は「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴

力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。
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保
険
税
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
を

11
月
は「
ち
ば
国
保
月
間
」

土
地
家
屋
調
査
士
が

お
応
え
し
ま
す

登
記
無
料
相
談

こ
ん
な
と
き
は
こ
ん
な
手
続
き
を

戸
籍
の
届
け
出

※
く
わ
し
く
は
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
印
旛
支
部
・
鈴
木
忠
雄
さ
ん

（
1
97
‐
３
５
６
６
）へ
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
1
20
‐

１
５
２
６
）へ
。

戸
籍
は
、
日
本
人
の
出
生
か
ら
死
亡

ま
で
の
身
分
関
係
を
登
録
し
公
証
す
る

も
の
で
す
。
戸
籍
を
見
れ
ば
、
夫
婦
・

親
子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
の
関
係
が
わ
か

り
ま
す
。
戸
籍
の
届
け
出
を
す
る
と
き

は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
市
民
課
で

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
、
結
婚
・

離
婚
を
す
る
と
き
、
家
族
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
は
、
下
表
の
と
お
り
市
民

課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い（
本
市
に

届
け
出
す
る
と
き
は
本
庁
の
市
民
課
へ
。

分
室
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
届
け
出
を
し
て
か
ら
戸
籍
が

で
き
る
ま
で
に
は
１
週
間
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。

（
出
生
届
）

子
ど
も
の
名
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
、

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
で
す
。

（
死
亡
届
）

代
理
人
が
届
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、

親
族
な
ど
の
届
出
人
が
署
名
・
押
印
し

て
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

（
婚
姻
届
）

届
書
に
証
人
二
人（
成
人
な
ら
だ
れ
で

も
）の
署
名
・
押
印
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
未
成
年
者
が
婚
姻
す
る
と
き
は
父

母
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。

（
離
婚
届
）

協
議
離
婚
の
と
き
は
、
届
書
に
証
人

に
二
人（
成
人
な
ら
だ
れ
で
も
）の
署

名
・
押
印
が
必
要
で
す
。

離
婚
後
も
婚
姻
中
の
氏
を
称
す
る
と

き
は
、
離
婚
後
３
カ
月
以
内
に
別
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

本
人
確
認
に
つ
い
て

婚
姻
届
・
離
婚
届
・
養
子
縁
組
届
・

養
子
離
縁
届
の
際
に
は
、
窓
口
に
来
る

人
の
本
人
確
認
を
し
ま
す
。

確
認
方
法
は
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
の
身
分
証
明
書
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
証
明
書

が
な
い
人
に
は
、
届
け
出
を
受
理
し
た

後
、
本
人
あ
て
に
届
け
出
が
あ
っ
た
旨

を
通
知
し
、
本
人
確
認
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
は
、
こ
の
ほ

か
に
転
籍
届
、
養
子
縁
組
届
、
養
子

離
縁
届
、
入
籍
届
、
認
知
届
、
帰
化

届
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

市
民
課（
1
20
‐
１
５
２
５
）へ
。

届け出 届出期間 届出人 届出市区町村 必要なもの

出生届 生まれた日から14日 父・母､同居者､医師・ 出生地､子の本籍地または届 医師または助産師の出生
以内 助産師 出人の所在地 証明書､母子健康手帳

死亡届 死亡の事実を知った 親族､同居者､家主・地主・ 死亡地､死亡者の本籍地または 医師の死亡診断書または
日から７日以内 家屋管理人・土地管理人 届出人の所在地 死体検案書

婚姻届 届け出をしたときか 夫・妻となる人 夫・妻の本籍地または所在 戸籍謄本１通ずつ（届出先
ら効力があります 地 が本籍地のときは不要）

協議離婚 届け出をしたときか 夫と妻 夫妻の本籍地または所在地 戸籍謄本１通（届出先が
ら効力があります 本籍地のときは不要）

調停成立または審判・判 夫妻の本籍地または届出人
戸籍謄本１通（届出先が本

裁判離婚 決確定の日から10日以内 申立人 の所在地
籍地のときは不要）､調停
調書の謄本または審判・
判決書の謄本と確定証明書

●
日
時
＝
11
月
10
日（
水
）
午
前
９
時
〜

正
午

●
会
場
＝
千
葉
地
方
法
務
局
成
田
出
張

所（
美
郷
台
）

●
相
談
内
容

土
地
…
境
界
問
題
、
分
筆
、
合
筆
、
地

積
更
正
、
地
目
変
更
登
記
な
ど

建
物
…
新
築
登
記
、
増
築
・
滅
失
登
記

な
ど

11
月
は「
ち
ば
国
保
月
間
」で
す
。
国

民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
保
険
税
を

出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
な
ど
の
と
き

に
、
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。
保
険
税
の
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
医
療
費
の
節
約
の
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
や
上
手
な
受

診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

国民年金推進員

皆さんのお宅に伺います

国民年金制度を正し
く理解していただくた
め、国と被保険者を結
ぶパイプ役として国民
年金推進員が直接皆さ
んの家庭を訪問し年金
をサポートします。
主な仕事は、国民年
金制度の紹介、保険料
に関する相談および徴
収、口座振替の案内な
どです。

休日、夜間に電話や個別訪問を行う場合もありま
すので、ご理解とご協力をお願いします。

※くわしくは千葉社会保険事務局佐原事務所（1

0478-55-1661）へ。

大場弥生さん

離
婚
届
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交
通
規
制
が

行
わ
れ
ま
す

成
田
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ラ
ン
大
会

こ
ん
な
と
き
こ
そ

検
察
審
査
会
へ

検
察
審
査
会

※
く
わ
し
く
は
千
葉
検
察
審
査
会
事
務

局（
千
葉
地
方
裁
判
所
内
・
1
０
４

３
‐
２
２
２
‐
０
１
６
５
）へ
。

※
申
請
手
続
き
や
添
付
書
類
な
ど
く
わ

し
く
は
学
務
課（
1
20
‐
１
８
５
１
）

へ
。

※
く
わ
し
く
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課（
1

20
‐
１
５
８
４
）へ
。

児
童
生
徒
の
事
情
に
よ
り

指
定
校
変
更
や
区
域
外
就
学
が

小
中
学
校
の
就
学
区
域

市
立
の
学
校
へ
の
通
学
は
、
あ
ら
か

じ
め
定
め
ら
れ
た
就
学
区
域（
学
区
）の

学
校
に
通
学
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
具
体
的
な
事
情（
左
表
参

照
）が
あ
っ
て
学
区
以
外
の
学
校
へ
通
学

を
希
望
す
る
場
合
、
相
当
と
認
め
る
と

き
は
、
保
護
者
の
申
し
立
て
に
よ
り
指

定
校
変
更
や
区
域
外
就
学
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇

指
定
校
変
更
…
市
内
に
住
む
児
童
生

徒
に
対
し
て
、
定
め
ら
れ
た
就
学
区

域（
学
区
）以
外
の
成
田
市
立
小
中
学

校
へ
の
通
学
を
認
め
る
制
度

〇

区
域
外
就
学
…
市
外
に
住
む
児
童
生

徒
に
対
し
て
、
成
田
市
立
小
中
学
校

へ
の
通
学
を
認
め
る
制
度

新
年
度
か
ら
い
ず
れ
か
の
制
度
を
利

用
し
た
い
人
は
、
早
め
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

就
学
区
域
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://city.narita.chiba.jp

）で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
や
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯

罪
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴

し
て
く
れ
な
い
。

検
察
審
査
会
制
度
と
は
、
こ
の
よ
う

な
不
起
訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
人
の
申

し
立
て
を
受
け
、
事
件
を
調
べ
直
し
、

検
察
官
の
処
分
の
善
し
あ
し
を
審
査
す

る
制
度
で
す
。

相
談
や
申
し
立
て
に
つ
い
て
の
費
用

は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

◆
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も

い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば

れ
た
と
き
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
司
法
関
係
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
る
人
な
ど
は
、
審
査
員
に
は
な

れ
ま
せ
ん
。
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

審
査
員
候
補
者
を
選
定
す
る
た
め
に
、

予
定
者
と
な
っ
た
人
に
職
業
な
ど
の
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
該
当
者

に
は
11
月
上
旬
に
調
査
表
を
送
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
お
よ
び
そ
の
周

辺
道
路
を
利
用
し
て
、
成
田
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ラ

ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
７
日（
日
）
午
前
10
時
〜

正
午

●
規
制
場
所
＝
左
図
の
と
お
り

教育委員会教育指導課で
臨時職員を募集
対象＝心身ともに健康な人
業務内容＝パソコン入力などの事務補助
勤務日＝12月1日～平成17年3月31日の月～金曜日
（祝日・年末年始を除く）
勤務時間＝午前8時30分～午後5時
時給=770円（通勤2km以上は交通費を支給）
応募方法=11月10日（水）午後5時までに履歴書を
直接教育指導課（市役所5階）へ
※くわしくは同課（120-1582）へ。

国
際
社
会
の
変
化
を

学
び
ま
せ
ん
か

印
旛
地
区
政
治
学
級

※
受
講
を
希
望
す
る
人
は
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
市

選
挙
管
理
委
員
会（
1
22
‐
１
１
１

１
内
線
３
１
５
２
）へ
。

●
日
時
＝
11
月
12
日（
金
）
午
後
２
時
か

ら
●
会
場
＝
佐
倉
市
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ
＝
国
際
社
会
の
新
し
い
変

化
・
日
本
が
進
む
べ
き
進
路
と
果
た

す
役
割

●
講
師
＝
竹
内
貞
男
さ
ん（
フ
ジ
テ
レ
ビ

客
員
解
説
委
員
）

●
受
講
料
＝
無
料

● 

〇 〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 〇 

〇 

〇 

〇 

市陸上競技場 

成田警察署 

至
Ｊ
Ｒ
成
田
駅 

西
口 

至
印
旛
沼
方
面 

至
宗
吾
方
面 

成田北高校 

給食センター 〇 

玉
造
中 

ゴ
ル
フ
練
習
場 

吾
妻
中 

中
台
中 

玉造公民館 

向台小 

橋賀台公園 

中央公民館 

消防署 
成田税務署 

理由 指定校変更 区域外就学
地理的条件や通学路の安全を確保する場合 ○

小学校への通学距離がおおむね1.5km以上で、
○より近い小学校への通学を希望する場合

下校後の小学生を祖父母などが養育する場合 ○ ○

学童保育所に通う場合 ○

住宅の立替・購入などに関するもの ○ ○

最終学年（小6、中3）になってからの住所変更 ○ ○

家庭の事情により住民票の移動が困難である
○ ○場合

海外帰国子女および外国人子女学級へ入級を
○希望する場合

児童生徒の身体的理由に関するもの ○ ○

終業式・修了式まで40日未満の場合 ○ ○

いじめなどにより心身の安全が脅かされるよ
○ ○うな場合

市外転居で心身への多大な悪影響が懸念され
○る場合

小・中学校へ入学後の市内転居で、転居前の
○学校への通学を希望する場合

兄弟姉妹の指定校変更に伴うもの ○

兄弟姉妹の特殊学級就学に伴うもの ○



相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民（行政）相談 月～金曜日 08：30～17：00 市役所2階相談室

市民生活相談（家事・民事） 月・木曜日 09：00～16：00 〃

法律相談（予約制）
水曜日 13：00～16：00 〃（裁判所で係争中の事件は除く）

もめごと・なやみごと・苦情相談
30日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室（人権・行政相談）

不動産相談 16日（火） 10：00～12：00 〃

税務相談 16日（火） 10：00～15：00 市役所2階相談室

外国人相談
11日（木）・25日（木）13：00～16：00 市役所2階201会議室（英語・中国語・スペイン語・ポルトガル語）

市民よろず相談 20日（土）・21日（日）09：30～16：00
国際文化会館 県行政書士会印旛支部

0 （産業まつり会場） 作田義美さん123-3286

女性就業（内職）相談
水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室

商工観光課122-1111
（来所前に要電話） 内線2724

高齢者職業相談 月～金曜日 09：00～16：00 市役所2階高齢者職業相談室 商工観光課122-1111 内線2725

住宅相談（予約制）
11日（木） 10：00～12：00 成田商工会議所会議室

成田商工会議所122-2101
（新築・増改築に関する相談） 8日（月）までに申し込みを

パートタイマー職業相談 月～金曜日 09：00～16：00 パートサテライト（商工会館１階） パートサテライト122-8281

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階） 消費生活センター123-1161

年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課120-1526

交通事故相談 2日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室 交通防犯課120-1527

心配ごと相談 木曜日 10：00～15：00 保健福祉館会議室 社会福祉協議会127-7755

酒害相談 4日（木）・18日（木）09：00～12：00 〃 〃

家庭児童相談 月～金曜日 09：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課120-1538

戦没者遺族相談 22日（月） 10：00～15：00 市役所1階相談室 社会福祉課120-1536

健康体力相談 2日（火） 09：00～12：00 市体育館 市体育館126-7251

就学相談（予約制） 月・火・木曜日 09：00～17：00 市役所5階会議室 教育指導課120-1582

教育相談（予約制） 火曜日 09：00～16：00 教育センター（市立図書館2階） 教育センター120-6336

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 10：00～17：00 教育相談室 教育相談室128-3234
（ニュータウンセンタービル6階）

25

「ガソリンの先物取引をやらな
いか？今なら必ずもうかる」

としつこく勧められ、後日業者と会
いました。「損はさせない、プロの私
にまかせて」との説明を信じ、言われ
るままに承諾書にサインし、委託証
拠金（取り引きをする為に必要な担保）
を払い契約しました。2日後、損失が
出たので業者から両建て（売りと買い
を同時期にすること）を勧められ、追
加の証拠金を支払いました。5日間で
210万円を支払い、約100万円の損失
です。これ以上損失を出したくない
ので、業者に取引終了を申し出まし
たがうまくいきません。どうしたら
よいでしょうか。

Q

※くわしくは消費生活センター
（123-1161）へ。

取り引きを終了したいと思っ
たら一刻も早くFAXなどで取

引終了を業者の管理部門へ書面で申
し出て、その書面を証拠として残し
ておきましょう。また、電話のやり
取りをテープに記録することも必要
です。
商品先物取引は十分な取引知識や
経験があり経済情勢を判断できる投
機家が参加すべきで、素人には危険
性が高いものです。先物取引業者の
中には、顧客の指示を受けずに勝手
に売買を繰り返して手数料稼ぎをし
たり、取引終了を伝えても終了させ
てくれないことがあります。その結
果、老後の資金や住宅資金を失った
例も見られます。

電話で勧誘されても余裕資金がな
い人や取り引きする気がない人は、
安易に話にのったり、あいまいな返
事をしたりせずにきっぱりと断りま
しょう。契約後おかしいと気付いた
ら早急に取引終了手続きをしましょ
う。ギャンブル性の高い商品先物取
引は、素人が手を出すととても危険
です。

A

市民支援課市民相談室
120-1507
※相談日が国民の祝日と
重なる場合はお問い合
わせください。


